
 

令和元年 5 月 17 日 

地 域 医 療 課 

 

「わが家で生きる」の改訂について 

 

１ 改訂の目的 

 ・在宅療養について知っていただくとともに、将来の医療・介護について考

えるきっかけとする。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 改訂の概要 

 ・ACPに関するページ（4ページ分）の追加 

・介護保険に関するページ（6ページ分）の検討 

 ・表紙の変更 

 

３ 事業の流れ 

 

４ 参考 

（１）累計発行部数 

46,000部（27年 10月～） 
 

（２）配布先 

 ・区内医療機関（病院、診療所、歯科診療所、薬局）、居宅介護支援事業所、 

訪問看護ステーション、地域包括支援センター、区立施設等 

 

（３）「わが家で生きる」以外の ACPに関する周知・啓発 

 ・はつらつライフ手帳（参考５ P76～P83） 

 ・在宅療養講演会 

 ・事例検討会・交流会 

４月 素案検討（事務局） 

５月 第 1回在宅療養専門部会にて検討 

６月～８月 案検討（事務局） 

９月 第２回在宅療養専門部会にて検討 

１０月 第 1回在宅療養推進協議会にて検討 

１月（予備） 第３回在宅療養専門部会にて検討 

３月（予備） 第２回在宅療養推進協議会にて検討 

（経緯） 

・平成 30年 7月、厚生労働省がＡＣＰ（アドバンス・ケア・プランニング）の普及・啓発 

について、国、地方公共団体、民間企業が一体となって周知するよう求める。 

・平成 30年 11月、第１回練馬区在宅療養推進協議会でＡＣＰに関する学習会を開催。 

  ・平成 30年 11月、第 3回練馬区在宅療養専門部会にて周知啓発について検討。 

  ⇒在宅療養推進事業（R元～2）において実施。 

資料５ 


